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オーシャニアクルーズ社が4艘所有する３万トンクラス（通称Rクラス）
のうちの一艘です。現代のクルーズ船としては珍しい小型客船の
機動性を存分に活かし、大型客船では真似できない個性ある航路を
展開。セントローレンス河をクルーズする日数や、小さな街にも寄港
する点は、他のクルーズ会社と一線を画しています。船内ではイタリア
料理「トスカーナ」とステーキハウス「ポロ・グリル」の2つのスペシャリ
ティレストランがご利用いただけます。2018年12月に約35億円を
投じた改装を終え、すっきりとした爽やかな内装に統一されました。

インシグニア

D
コース

最盛期には両岸に紅葉が広がるセントローレンス河だけでなく、支流のサグネ・フィヨルドも航行する、小型船の特長を
存分に活かした航路です。下船後にはカナダを代表する紅葉の名所ローレンシャン高原にも滞在。『赤毛のアン』の舞台
プリンス・エドワード島にも寄港し、秋の東部カナダを満喫します。

プリンス・エドワード島にも寄港する
紅葉の東部カナダとセントローレンス河クルーズ

セントローレンス河をクルーズする客船は数
多くありますが、その多くが大型船のため航行
できる場所や寄港できる港に限りがあります。
約3万トンの小型船インシグニアは喫水が浅
く、船体も小さいため、その機動性を活かし
て河畔の小さな街にも寄港します。

河畔の小さな街も丹念に訪れる
小型船ならではの航路

カナダを代表する紅葉の名所に足を延ばし
ます。高低差のある高原のため、場所によっ
て葉の色づき方が異なります。訪れた日に
最も綺麗な景色がご覧いただけるポイント
を探しながら、紅葉狩りへご案内します。

下船後はローレンシャン高原に
2連泊

小型船の利点を活かして
セントローレンス河をクルーズ

世界遺産の古都ケベックは
セントローレンス河を代表する寄港地の1つ

アンが暮らす家として描かれた
グリーン・ゲイブルズハウスなど、物語ゆかりの地をめぐります

「赤毛のアン」の舞台
プリンス・エドワード島にも寄港

セントローレンス湾内にありながら
フランス領のサン・ピエール島も個性が光る

ガスペ半島の街ペルセは、
象徴的な岩塊ペルセ・ロックに寄り添うように佇む

支流をクルーズしてたどり着くサグネは
小型船でないと寄港が難しい街

湖を訪れたり、ゴンドラで山の上へ登ったりと、
様々な角度から秋景色を楽しみます

ドライブ中の車窓に映る景色さえ
見逃せない

紅葉の季節となりますので、秋から冬にかけての服装をご
準備ください。季節柄、日ごとの寒暖差も大きいため、重ね
て着られるセーターやフリースなどもご用意ください。マフ
ラーや手袋もご準備いただくと安心です。

観光中

気温と気候について
出典:世界気象機関（WMO）等訪問地の平均気温表（最高／最低 単位：℃）

都市名

9月

10月

シャーロットタウン

18／10

12／5

ケベック

19／7

12／2

ローレンシャン高原

18／7

11／2

メインダイニング、スペシャリティレストラン（トスカーナ、ポロ・グリル）、バイキングレストラン、カフェ、劇場、カジノ、
ショップ、プール、ジャグジー、スパ、ジム、美容室、図書室、医務室など

船の概要

船内施設▶

利用客室のご案内

海側窓･シャワー付客室
広さ約15㎡

バルコニー･シャワー付客室
広さ約20㎡（バルコニー含む） 広さ約29㎡（バルコニー含む）

ペントハウス・スイート シャワー付客室

肩肘張らない

★

より豪華な

SHIP INFORMATION

▶総トン数：30,277トン
▶全幅：25メートル　
▶乗組員：400人
▶船籍：マーシャル諸島

▶全長：181メートル
▶乗客定員：670人　
▶就航年：1998年
　（2018年改装）

※いずれの客室もツインベッド、テレビ、衣装棚、電話、金庫、スリッパ、ミニバー、ドライヤー、空調を完備しています。
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